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■活動場所 

四日市メリノール学院高等学校 各教室のほか、状況に 

応じて学校周辺でのフィールドワークや企業訪問なども行う。 

■活動日、活動頻度等 

毎週火曜 7 限目の授業時間や不定期で土日や長期休暇中 

にも活動を行う。 

■活動内容など（例年の活動をご記入ください。） 

【活動の目的】 

⚫ SDGs を理解することを通して、世界の抱える持続不可能な現状（課題）を知り、それが

自分と繋がっていることに気づく 

⚫ 自分たちの身近にある課題を知り、その解決に取組む活動を体験する。 

⚫ 自分が最も興味関心を持った課題を取り上げ、課題解決につながるアイデアを出し合う。 

⚫ 自分や仲間の出したアイデアを基に話し合い企画提案作る。 

（ローカルな課題解決をグローバルな視点を持って実施する） 

【活動の方法】 

外部の専門家とも協力しながら、基本的な知識を身につける。また、定期的に研究テーマに沿

ったワークショップなどの体験学習やフィールドワークなどを行い、自分が興味を持てるテー

マを探す。そのうえで、その問題について、自分たちが取り組めることを企画・提案する。 

【主な活動事例】 

⚫ SDGｓを知る 

⚫ 学校と周辺地域を知る（フィールドワーク） 

⚫ 課題と取組を知る～里山の変化と学校周辺に広がる竹林～ 

⚫ 生ごみは、家庭で処理できる～生ごみの循環型処理器キエーロ～ 

⚫ 四日市でアサリを育てるプロジェクトへの参加                 など 

代表者の想い 

「SDGｓ」の様々なテーマに基づき、生徒たち自身が関心を持った課題をもとに、今自分たち

にできることを企画し、実践していくことを目指しています。 

また、この活動は一般社団法人ネクストステップ研究会様にもご協力いただきながら、学校の中

だけではなく学校の外に出て行ったり、外部の方など、様々な個人や企業などの団体と交流する

ことも重要視しています。 

これらの過程を通して、生徒たちが知識を身につけるだけではなく、持続可能な社会づくりにつ

ながる活動の実践体験を経て、成長していくことも期待しています。 

 


